
タ イ 語 文 献 に つ い て (3)

-PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosin-

石 井 米 雄

(1) ｢Ratanakosin王朝年代記｣としてはまず同王朝 3世王 (1828-51)のとき,パラマヌ

チット親王 (SomdetPhraParamanuchit)が校訂 し,後に米人宣教師プラドレ一拍 卜(D.B.

Bradley)が印刷出版 した ｢王朝年代記 (PhraratchaPhongsawadan)｣1)におさめられノている

Ratanakosin王朝 1世王の即位からそuJ治世第10年すなわち中腰1154年,十 年 ･第 4隼2)(17

92),までの記述をあげることができる)

こ0)｢年代記｣の成 立した時期については最近異説が出されているが3), いま通説にしたが

ってその原本成立のiFを1840年とすると4),その後の約30年間, すなわち3世王治世の後半か

ら4世王の全治世を通 じて ｢Ratanakosin王朝年代記｣の編纂は行われなかったらしい(,

(2) 1868年第 5世王が登位すると,王はただちに ｢Ratanakosin王朝年代記｣ 編崇の必要

を感 じ, 翌1869年 外国総監5) ehao Phraya ThiphakQraWOng Mahakosathibodi(Khan
Bunnak)に対 し,｢国家の栄誉, 了々孫 々の財宝たらしめるため, 1世王より4世王までの年

代記をJIh'T;次編纂｣せよとの勅命/+r下 した6)/

Thiphak()rawong は勅命を奉 じて ｢年代記｣a_)編纂に着手 した.〉 かれは史料として古屋家

の暦 帖己である pum をはじめとして, 民部省 (Krom Mahatthai),兵部省 (Krom Phra

Kalahom),録事局 (Krom Alak)などの所蔵する 青 記録を渉猟すると共に,中国,安両など外国

ラパ ック親王 (ChaoFaMakaMalaKrom KhunBamrapPQraPak7))の協力を得て~if言己録,

古文書を蒐集 し, これらの史料にもとずいて 1世王から4世王に至る ｢Ratanakosin王朝年

1) この年代記については,拙稿:｢タイ語文献について(2)｣『東南アジア研究』第2巻第1号, 1964,
p･14fおよび p･2Jf参照｡
2) PiChuat(子年)Chattawasok(第4年)｡タイの暦法については AntoineCabaton:ttCalen-
der(Siamese)日,EncycloPoed2'aof ReZl'gionandEthics(ed.byJ.Hastings,1910)Vol.
′′∫p.135f.が詳しい｡
3) 上指の拙稿 p.21参照｡
4) Petithuguenin,P.ttNotescritiquespourserviral'histoireduSiam",BEFEO16,1916.
p.5
5) PhuSamretRatchvakanNanaPrathetの訳｡
6) ThiphakQraWOng,ChaoPhraya.PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosl'nRatch･
akanthvi1B･E･2478(1935)･p･4f･
7) のちの ChaoFaKrom PhrayaBamrapPqrapak

- 67-



代記｣を撰述 した｡Thiphak()rawongはこうして完成 した ｢年代記｣をまず協力者のバムラー

プ親王に示 してその校閲を求めた｡同親王はこれを閲読の上 5世王に奉呈 した｡ 5世王は自ら

この年代記に加筆訂正を行ったのちアクソーンサーンソ-ボン親王 (Krommam血nAksQnSanS-

ophon)ほか専門家の手にお下げ 渡 しになりかさねて校閲訂正を命 じられた｡ この年代記はそ

の後さらに録事局において phrayaSisunthQraWOhanおよび Luang Sanphrasoetの手で正

書法の誤りを訂正されようやく完成を見た8)｡ ThiphakQraWOngの槙になるこの ｢年代記｣は

SamutThaiで 100巻をかぞえると言われるが,すべて王宮の ｢御文庫 (HQLuang)｣に所蔵

されたまたま久 しく一般の目にふれることはなかった｡

(3.1) ThiphakQraWOngの ｢年代記｣完成後50年を経た1901年, 教育もようやく一般に普

及 しはじめ,学問の芽生えを感 じとった5世王は, ｢~Ratanakosin王朝年代記｣の印刷普及を

思い立ち,ダムロン親王 (当時の KrommalaangDamrongRachanuphap) に対 し,かの Thi-

phakqrawongの ｢年代記｣ を上木するにふさわ しい姿にととのえるよう命 じられた｡もとも

と ThiphakQraWOngの ｢年代記｣は2年たらずの短時日のうちに100巻に及ぶ大冊を, ｢まこ

とに驚 くべき速度をもって (Damrong親王)｣完成させたものであるだけにいろいろと不備の

点を蔵 しており,5世王 もこれをそのまま印刷に付することは適当でないと考えていたようで

ある｡

(3.2) 5世王の勅命を奉 じたダムロン親王は, まずお下渡 しをうけた ｢御文庫｣所蔵本か

ら写本を作成 したのち,直ちに改訂事業に着手 した｡ そして程なく原本の SamutThai12巻

分に相当する ｢1世王年代記｣の部分の改訂を終え,これをまず第 1巻として上梓 した｡

Thiphak(∋rawong本改訂の際とった態度について改訂者 Damrong親玉は,Ratanakosin歴

120年 (1901) 6月21日付の上奏文の中でこう述べている｡9)

｢今回の年代記改訂は,何分にも印刷を急がれたため諸文献との比較検討を充分行 うことが

出来なかったのであります｡ (中略)

ThiphakQraWOngの撰述 した年代記はかの rパラマヌチット親王本王朝年代記｣ をはじめ

として,勅書 (MaiRapSang),命令書 (TQngTra), 上申書 (BaiBQk) などを典拠 とし

て書かれたものであります｡その改訂に際 して,わたくLはなによりもまず原意を損わぬこと

に留意 し,削除 ･加筆は責に止むを得ぬ場合に限りました｡若干の個所においては文意をさら

に明確ならしめるため,原文の文体と配列に若干の手を加えました｡加筆 した個所は,いずれ

も録事局所蔵の古記録など′信惑すべき典拠を得たものばかりであります｡｣

(3.3) ThiphakQraWOng按の ｢Ratanakosin王朝年代記｣ はか くして原本完成後30年余を

8) 以上の叙述は主として ｢Thiphakorawong本 1世王年代記｣冒頭の原序 (BanpbanaekDoem)
および ｢タイ史料集成第4巻｣の巻頭にのせられた Damrong親王の序文 (ttTamnanNangsii
PhraratchaPhongsawadan")phrachumPhongsawadan♪hakthi4,B.E.2458(1915)に基く｡
9) PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthiiB･E･2478(1935)･p･323･
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Damrong親王改訂 ChaoPhrayaThiphakQraWOng本｢1世王年代記｣の一部

経た1901年,Damrong親王cjj改訂によりようや くその最初の一部が ｢1世王年代記｣ として

上梓され,ここにはじめて一般読者の目に.もれ.ることとなったujである｡ 今1935年C/jJf抽i本に

っいてその内容をみると,この年代記は仏歴2325年 (1782)から2352年 (1809)にわたる編年

体の年代記で,巻頭に年代肱硯 羊細な目次が付されており,末尾には112頁に上る事項別蛮引が

付され内容の検索の侯がはかられている｡Nangsdehaek として上梓されたものであるが相当

部数印刷されたものと見え,後述する各王年代記ir]入手が最 も容易なもののひとつである｡ さ

らに1960年には QngkanKhakhQngKhurusaphaから ｢タイ語文叢書 (NangsBChutPhasa

Thai)｣のひとつとして刊行され入手は益 々容易になった｡またこのほかに1962年 にはバンコッ

クの KhlangWitthaya手引書から,後述の｢2世王年代記ダムロン親王本｣と合本で班版された｡
(4.1) Damrong親王cj)校訂によ,7'｢ThiphakQraWOng本 1世王'LF化 記｣ の出版に引続い
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て,2世王以降の年代記校訂本の出版が期待されたが,その後10数年間この年代記の続篇はつ

いに現われなかった｡こうした出版遅延の事情につき Damrong親王は,1916年ようやく出版

の運びとなった ｢2世王年代記｣の序文の中で次のように説明 している10)0

｢(｢1世王年代記｣の出版に)引きつづき,いざ ｢2世王年代記｣の改訂にとりかかってみる

と,よるべきものは ThiphakQraWOng本ただ一本, しかもこれがまことに杜撰な書であるこ

とがわかった｡ 2世王の 治世に関する史料不足もさることながら,何はともあれ本書が倉皇

の間に成されたものであるという事情が災 しているのであろう｡そこでわたしは,Thiphakqr-

awong本の改訂本を上梓するだけでは読者を稗益するところすくないばかりか,陛下の御聖旨

にも沿う所以ではないと考えるに至った｡ 2世王の治世に闇する史料は,タイ語外国語のいず

れについてもまだ渉猟の余地があると確信 したわたしは,爾来もっぱら関係文献の蒐集に時を

費 し,その結果として ｢年代記｣改訂の作業は一時中絶することとなって しまったのである｡｣

こうした Damrong親王の慎重な態度に対 し ｢年代記｣続篇の出現を期待する声は読書階級

の中から次第に高まって行ったようである｡ Damrong 親王はさらに語をついで次のようにの

べている11)｡

｢しか しながらこの間といえどもわたしはただいたずらに手を披いて時の移り行 くのを傍観

していた訳ではない｡機会ある毎にバンコックはもとより諸地方へも足を延ばして新史料の発

見につとめ その結果 2世王関係の古文書多数を入手することが出来た｡ しか しわたしは ｢年

代記｣の改訂には手をそめなかったのである｡

仏歴2457年 (1914),寅年 ･第 6年,ワチラヤーン親王 (Krom Phraya WachirayanWar-

orot)はわたしをうながしてこう言われた｡ ｢王朝年代記｣ というものは国家にとってまこと

に重要な典籍ではあるが,同時にその編某は専心これに没頭 しうる人を得て初めてよく成 しう

る類の書物である｡ しかしたとえ完壁を期 し得ぬにせよ,ひとまずこれに形を与えておけば,

ただそれだけでも世を稗益するところ少なからぬものがあろうと｡わたしは親王のこの考えに

同意 して,先に公にした ｢1世王年代記｣に引続き ｢2世王年代記｣の改訂続行を決意 したの

であった｡偶々その頃王妃陛下より Wachirayan文庫委員会に対 し, 小歴1276年 (1914)こ

の世を去るまで陛下がことの外御寵愛になられた M(Zm RachawongYingPaeoMalakunNa

Krungthep(KrommamanPrapQrapakの娘)の葬儀に際 し引出物として印刷頒布 するにふさわ

しい書物を選択 して上奏するようにとの御下命があった｡ 思 うに Malakun家は Chakri王

衣,とくに2世王の流を汲む家系であるが, さらに ThiphakQrawongの摸 した ｢年代記｣の

序文には故人の祖父にあたる KromPhrayaBamrapP()rapakが校閲の労をとりその編纂に協

10) Krom PhraDamrong Rachanuphap:PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosin
Ratchakanthi2.B.E.2459(1916).p.lf.

ll) ibid,p.2f.
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力 したとあることからしても,その葬儀に ｢2世王年代記｣る頒布 することは誠に時宜にかな

うと考える旨奏上 したC 王妃陛下はわたしの意見を御嘉納になり,｢Ratanakosin王朝附 も記｣

は5世陛下が刊行を 思い立たれてすでに久 しい書物であるから, 今回これを上 梓できれば陛

下の御遺志を継 ぐ所以でもあると由ちに改訂に着手するようとuj存｡下命があったO仏歴2457年

(1914),寅年 ･第6年,わたしは改訂に着手 しこの度これを完 fしたのである12)oJ

(4･2) 仏歴2459(1916)出版された Damrong親王 ｢改訂｣の ｢2世王年代記 (Phraratcba

PhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi2)｣はA5版よりやや大きめ,1貢21行組

で 434p･というかなりの大冊であるO趣 く最近印刷に付された ThiphakQraWOng本13)とくら

Damrong親王本 ｢2世王年代記｣の一部
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ベると約 2倍近い分量となっている｡両者の相異は即に量のみにとどまらず,Thiphak()rawong

本があくまでも ｢年代記 (Phongsawadan)｣に留まっているのに対 し, Damrong本は同じく

｢年代記｣と称 しつつも,む しろ ｢歴史 (Prawatisat)｣を指向 しているものと言えよう｡ こ

の点に関 L Damrong親王の次の言葉は興味深いものがある14)0

｢『1世王年代記』 の改訂にあたってわたしが目指 したのは, まず原本の内容を校閲 し読者

の理解を容易にするため前後関係をあらためると共に,ThiphakQraWOng本完成後に発見され

た関係史料を適宜利用 して補筆 し,原本をより完全なもの-と近ずけることであった｡ したが

って丑年 ･第 3年 (1901)出版を見た ｢1世王年代記 lは ThiphakQraWOng本の原本と大差

はなかったのである｡

それ以後,今回 ｢2世王年代記｣をとりあげるまでの間,わたしは ｢アユタヤ王朝年代記解

説 ｣ 15)など年代記に関するい くつかの著述を行って来た｡そこでわた しの感 じたのは,近頃の

読者は何が起 ったかということと合せて,その生起 した事件についての判断 (khQWinitchai)

を求める,つまり言葉をかえて言えば,年代記に記載された事件の因果関係の考察に興味を示

すようになり,以前のようにただ読み流 して事足れりとは しなくなったということである｡ け

だしわが国にもようや く学問の崩芽が現れはじめたというべきか｡そこで今回の ｢2世王年代

記｣の編述にあたって,わた しは読者の判断をたすけ事件の因果関係を理解できるようにする

点を心掛けた｡その結果として,体裁 と言い,文体と言いさきの ｢1世王年代記｣とは趣を異

にした全 くの新著 とも言うべさものが出来上った｡ とわ言え, その内容はあくまでも Thiph-

ak()rawong本に基いたものであることは言 うまでもない｡ ただもとの記述が誤 りである との

証拠を得た個所については,新発見の史料を用いて力の許すかぎりこれを完全なもの-と近づ

けるよう努力した｡｣

以上の説明からもあきらかなように, 本書は Damrong親王による Thiphak()rawng 本の

｢改訂本｣というよりはむ しろ ｢Damrong親王本｣ と称すべきものである16)0

なお1961年,前にふれた QngkhanKhakhQngKhurusaphaの ｢タイ語文叢書｣の一巻と

して ThiphakQraWOng本 ｢2世王年代記｣が刊行され,Damrong親王本の Urtextの全貌が

はじめてあきらかにされた｡本書は序文を欠き,校訂者の名も校訂の方針 も明確でないのは残

念であるが,これをもってわれわれは ThiphakQraWOng撰の ｢RatanakQSin 王朝年代記｣の

14) Damrong,op.°it.,p.4f.
15) Krom PhrayaDamrongRachanuphap,tTamnanNangsi王PhraratchaPhongsawadan",
phraratchaPhongsau)adamchabaPPhraratchaHatthaZekha.Vol.1,pt.1.Bangkok,1952.
pp.1-50.

16) 1962年 Damrong親王生誕100年祭を記念して出版された｢親王御著作目録｣にも,本書を同親王
の作品の一に数えている｡Raich蒜NangsZPhraniphonSomdetPhraChaoBQrOmau)Ongthoe
KromPhrayaDamrongRachanuPhaP.B･E･2505 (1962)p･40.
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ChaoPhrayaThiphak(∋rawong本｢2侶王年代 記｣の一部

大部分17)を手にすることが出来 ることとなった訳であり研究者にとって人きな福音 というべき

であろう｡

(5.1) 許純な事情については 不明であるが, Damrong親王は上述 した ｢2世王年代記｣

の ｢改訂｣をもって, ThiphakQraWOngの ｢年代記｣ の改訂続行を断念 したものの 如 くであ

る18)｡

(5.2) Damrong親王本 ｢2棋王年代記｣ 出版後18年を経た1934年, ThiphakQraWOng本

｢3世王年代記｣ と ｢4世王年代記｣が相次いで上梓された｡刊本の作成には ｢芸術局 (Krom

17) Damrong親王改訂本と ThiphakQraWOng本｢1世王年代記｣との問に内容の異同がどの程度あ
るかは不明である｡

18) 親王の著述活動はその後も精力的に続けられ1875年13才 にして早くも文筆活動を開始して以来
1943年81才の生涯を とじるまでに長短とりまぜて実に453筈にる著作をのこしている｡ (前掲
｢御著作目録｣p.9)
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ehaoPhrayaThiphakQraWOng本｢3世王年代記｣の一部

sinlapakQn)｣があたったO 当時の芸術局長 LuangWiehitWathakanが本書によせた解説

によると,あくまでも ｢原文には手をつけず･時に応じ脚註を付す｣ 19)ことを原則としたもの

のようである｡ そのほか現代の読者の僕をはかって日付は太陽暦に換算したものを,また小歴

は対応する仏歴をそれぞれ脚註として掲げている｡ 原本の正書法は･ Pathanukrom (国語辞

輿)に従って訂正されているo さらに原本にはない段落をもうけ,これに大小の見出しを付 し

た外,巻頭に年次別の詳細な目次をもうけて読者の俵をはかっているが,この見出の付し方,

段落の設定はやや杜撰のそしりをまぬがれず,利用者は充分の注意を払う必要があろう｡ ｢3

世王年代記｣には仏歴2367年 (1824)第 2世王の崩御から仏歴2394年 (1851) 3世王の崩御ま

19) LuangWiEhitwathakan･"Khan Athibai",PhraratchaPhangsawadanKrungRatan-
akosinchabaPHgSamuthaengChat･Ratchakanthi3･thi4･1963･pA･
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での 記述が含まれており, ｢4世王年代記｣ は仏歴2394年 (1851) の Mongkut親王の BQ-

wQnniwet寺院御出立から仏歴2411年 (1868) 4世王の遺体の潅水の儀 (SongNam Phraba-

romaSop)までを編年体で叙述 している｡

なお3世王年代記には巻末に68頁におよぶ詳細な事項索引が付されている｡

上記の2書は いずれも Nangsdehaek として出版されたため従来入手はやや 困 難 で あ

り,とくに ｢4世王年代記｣は稀軌本として高値を呼んでいたが,1961年いずれも ｢タイ語文

叢書｣として刊行されたほか, 1963年には Bankokの KhlangWitthaya書店から3･4世

年代記の合本が出版され,現在入手はきわめて容易となっている｡

(6.1) ThiphakQraWOng の Ratanakosin 王朝年代記は,短時日の間に書き上げられたも

のであるため種々不備な点を 内蔵 していることは上述の とおりであり, また著者の ehao

ChaoPhrayaThiphakQraWOng本｢4世王年代記｣の一部
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phrayaThiphakQraWOngが専門の歴史家でないという点よりしてその利用にあたっては充分

の注意が肝要であるが,それにもかかわらず本書は現存する唯一の官撰の ｢Ratanakosin王軌

年代記｣であること,後述のように著者が同時代人で且長期に亘って政府の要職を占めていた

ということから見て,Ratanakosin王朝史の研究者のまず第-に徴すべき重要文献と言うべき

ものである｡

(6.2) 以下に著者の ThiphakQraWOngの略伝を記 して読者の参考に供 したい｡

ehaoPhrayaThiphakQraWOng小伝｡

ehaoPhraya ThiphakQraWOng(1812-1870)は本名を Kham Bunnak といい名門 Bunnak

家の一門である｡ 父は3世王のとき兵部長官 (SamuhaPhraKalahom) と港務卿 (Senabodi

Krom Tha) すなわちFji]防 ･大蔵 ･外務の最高責任者として国政を左右 した Somdetehao

ChaoPhrayaThiphakQraWOngの肖像

y 勺 J.o
mYlTgUll川1fm岬 (¶llJtlulfl)
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Phraya BarommahaPrayurawong(°itBunnak)であり4世王の兵部長官,のち若年にして即

位 した5世王の摂政をつとめた Somdet ehaoPhraya Barommaha Sisuriyawong (Chuang

Bunnak) はかれの異母兄にあたる｡

3世王のとき宮内官をふ り出 しに ehamdn Rachamat となる｡ 1851年 ChaoPhraya に叙

されると共に港務卿補佐となり,重要な国政に参与することになった｡こうしてタイの ｢開国

期｣の最 も 重要な時代の 約13年をもっぱら対外接衝 に活躍 した20)｡ また内政面でも KhlQng

Mahasawat,KhlQng Chedibucha,など大運河の開さくを行い, また phra Pathom ehediの

Damrong親王本 ｢5世王年代記｣の一部

yIJH l∩m n 7JT-nJln盲tJn'il
一 ■l
TlnlJ■ よ

■■■■■■■-l■■ltJRO
J ～rl_

Yt7tUlrlfrLJlRlY17tld181JLnl1111ldnllt I
I 1 ～
lrrnLn11tllPtJ711?1JUlth

i I, レ ._. ▲ i
M･mITldNlnMTn)TLNtJ… YnuJn.01YLTMm lnOrL11叩 つtdMか TTmIub., I. A A 'i

tu叫 - … y･･.V･&ir石山･･17･品扉 hnrern一つI･山一附･･下m- 一レA _一 一 _ ..-A
mm'-品1R:- ･- 1 nlLn- -WIJd- … nu- ･ 叩 - r.～1

rnTlf .… 品 品 :LL Ltふ IOf11vMM ..'ll.-n;M ' i41品一品Jvj,n
■ iI

nモ- - nTtMrmlL.言l".''NM-肌 nlu.vI IUVll"… JdblNlb-･LT̂Tr一一岩I■■
L¶tJtltJ'J

■
M=Lnnd"Ml- -nobl一句 ql:71.7"･.,=;l-̂1Jull′･ ､ 川Tl･･lPILdil.i.I.

人. I, A J -

I.lV.I.lT:.MT(.TUult… 1MNm M mUnYtつ1∩匂 "q寸L"mlm qU言1Jlb...I ,dMnmI

ur叫 nm 11㌻丘霜 言【m m nlTLl" つTl.∫.GP'tu品m l㌫ .o;〟 R', 【｡
l'

.,んTu山即 ,1-A..u･rl I.けmn'nJ… m Ulmm:81｡1,J1㌦ ,那 ,【品JLL;州L召謡

d.州丁=-1中rT IJn7bdun'dHふ¶丁=L17- 1川YJで-洲 偏 tl論 .Yr-nTtu'1

n,… … 仙 :,1…1-㍍仰 rUI･一品 言 ,nl,ddJm ｢山 :d.【u… 仰 ,…ノ

1
J ■′ A▲■.

≠丁:UTLIT117叩un'仙… HLIUIOnUILlmIP.,(" nl"qTf.;ni)I:m rmM … 7"
(.)MIJM bnoqL品丁… 丁:日1n17占1ふ l;lndM'

(i)品もl;UMlふ ;U1- ㍍- 7;10- n叫 41占⊃'-dL̀1

20) Damrong親王はかれを4世王最初の外務大臣として紹介している｡(Chow PhyaDibakaraw-

OngsewasthefirstMinisterforForeignAffairsunderKingMongkut,whoascended

theThronein 1851.lH.R.H PrinceDamrong,"Introduction",HistoricalSketchof
ProtestantMission."'nSiam,1828-1928･ed.byG.B.McFarland.Bangkok,1928]p.8)
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修復等の大事業を完成する等大いに 功績をあげたが, のち眼病を患って官を辞 した｡ しか し

1868年即位 した5世王はかかる遺賢の野に埋もれるを惜 しみ, 再び ThiphakQraWOngを登用

し,PhdKamkapRatchakan(総監) の職に補 し, 港務省の監督を命ずると共に, 国政一般

についての諮問役たる国家参与(ThiPrdksaKhitAlユRatchakan Phaendin) に任 じた. 5

世王が ThiphakQraWOngをいかに重用 したかについては,ehaoPhrayaとして通常与えらる

べき Sakdina10,000Raiに倍する 20,000Raiの Sakdina を与え, 特に Somdetehao

Phrayaに等 しい待遇を与えられたことを見ても容易に推察されよう｡ 1870年58才をもって世

を去 った｡かの年代記はしたがってかれのもっとも晩年の作品である21)｡

(7.1) ThiphakQraWOngの ｢Ratanakosin王朝年代記｣ とならんで官撰年代記の地位を与

えられるべきものに Damrong親王の未完の作品 ｢5世王年代記 (PhrarachaPhongsawadan

KrungRatanakosinRatchakanthュ5)｣がある｡ これは同親王が 1932年の立憲革命後難をさ

けてペナンに滞在されていたときの著述 といわれ22)長 らく Bangkokの Damrong文庫に原稿

が保存されていたものであるが,親王の投後1950年 AdisaiSuriyapha親王還歴の祝賀の引出

物として印刷に付された｡未完結であることが何としても惜 しまれる｡

本書執筆のいきさつにつき,Damrong親王はかって令嬢の MQm ehaoYingPhun Phit-

samaiDitsaku.nに対 し, 5世王がまだ御存世のころ, 陛下は自分に向って朕の年代記を書 く

のは誰であるかとおたずねになったが,自分はその時わたくLが書 きたいと恩 っおりますとお

答えして しまったことがある｡そのときの陛下 とのお約束を果すため筆をとったのであると洩

らしたとのことである23)｡ しか しながら5世王の治世は他の諸王とくらべ著 しく長 く42年にも

及んでいること,またこの時代程変転の激 しかった時代 も他に例を見ないのでそのすべてを網

羅することは到底一個人の力にあまるとし,対象をまず初期の,他に参考文献のもとめにくい

時代のみに限定 し,記述の方法も ThiphakQraWOngのよった編年体をとらず, 12の項 目を選

び,その各 々について記述する方法をとっている｡1950年の初版本はこれまで刊行された 1-

4世年代記よりかなり大型でB5版をやや大きくした形である｡

本章の内容は次のとおりである｡

第 1章 5世王の践詐

第 2章 5世王御践締までのこと

第 3章 副王

21)(jTaROu-aPnhgraiyaangTを?ahoaSQhr,aa器nk,luCnlgも這tLainakosinchabaPmiRub.B.E.2474(1931)｡｡.60
～62.

LtpJ ttPhuBorihanRatchakanPhaendinSamaiAdit".RL:angthiawihttangtangphak2
B.E.2505(1962)pp.65-118参照｡

22) SomdetKrom PhrayaDamrong Rachanuphap,Phraratcha PhongsawadanKrung
RatanakosinRatchakanthi5.B.E.2493(1950).p.kQ(=P.i)

23) loc.°it.
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第 4章 摂政

第 5章 御即位式

第 6章 首都御巡幸

第7章 副王即位式

第 8章 叙位叙勲

軍 9章 宮中諸制度の改革

第10章 対外関係

第11章 5世王治世の初頭にとられた非常措置のこと｡

第12章 初期における外国使臣の接受 と条約の締結

(8) 以 ヒ紹介 して来た Ratanakosin王朝年代記の各種刊本をl/LL下にまとめて掲げ,利用者

の参考に供 したい､⊃

〔A〕 Darong親王改訂 ehaoPhrayaThiphakQraWOng撰 ｢1世王年代記_｣

(i) PhrarachatchaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi1B.E.2444

(1901),B.E.2478(1935)Ⅹiv十 112p.[nangs白･ehaek]

(ii) PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi1 khQng ehao

PhrayaThiPhakQraWOng,QngkanKhakhQngKhrusapha:Bangkok,B.E.2503(1960).362--ト

133p.

(iii) PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosinchabaPHgSamuthaengChat:

Ratchakan thi1-Ratchakanthi2.SamnakPhim KhlangWitthaya･.Bangkok,B.E.2505

(1962).pp.1-326.

〔β〕Damrong親王苦 ｢2世王年代記｣

(i) Phraratcha PhongsawadanKrung RatanakosinRatchakan thi2. Phrachao

BaromauJongthoeKromPhraDamrong RachanuPhaP songniPhon.B.E.2459 (1916).

xli+434p.[nangsdehaek]

(ii)PhraratchaPhongsawadanKrungRaianakosinchabaP HQSamuthaeng Chat:

Ratchakanthi1-Ratchakanthi2.SamunakPhim KhlangWitthaya:Bangkok,B.E.2505

(1962).pp.327-753.

(B′)ChaoPhraya ThiphakQraWOng撰 ｢2世_干年代記｣

(D PhraratchaPhongsawadanKrung RatanakosinRatchakanthi2khQng ehao

PhrayaThiPhakQraWOng.QngkanKhakhQng Khrusapha:Bangkok,B.E.2504 (1961).

206p.

(C) ehaoPhrayaThiphakQraWOng撰 ｢3世王年代記｣

(i) PhrarichaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi3,PhQSQ2367-



2394chabaPehaoPhrayaThiPhakorawong.B.E.2477(1934),B.E.2481 (1938)ⅩⅩⅩ +

443+iiip.[nangsaehaek]

(ii) PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi3KhQng Chao

PhrayaThiPhakgrawong.QngkanKhakQngKhrusapha:Bangkok,B.E.2504(?)[未見]

(iii) PhrartchaPhongsawadanKrungRatanakosinchabaPHQSamuthaengRatc-

hakanthis-Ratchakanthi4.Chat:SarrmakPhinKhlangWitthaya:Bangkok,B.E.2406

(1963).pp.1+370.

(D) ehaoPhrayaThiphakQraWOng撰 ｢4世王年代記｣

(i) PhraratchaPhongsawadanKrung RatanakosinRatchakanthi4PhQSg2394-

2411chabaPehaoPhrayaThiPhakQraWOng.B.E.2477(1934)ⅩⅩⅩi+482p.[nangs血ehaek]

(ii) PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi4 khQng ehao

PhrayaThiPhakQraWOng2Vols.Qngkan Khakhong Khrusapha:Bangkok,B.E.2504

(1961).vol.1:Ⅹiii+251p.Vol. 2:ⅩⅩii+270p.

(iii) PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosinchabaPHgSamuthaengChat:

Ratchakanthi3-Ratchakanthi4.SamnakPhimKhlangWitthaya:Bangkok,B.E.2506

(1963).pp.373-840.

(E) Damrong親王著 ｢5世王年代記｣

(i) PharatchaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi5.B.E.2493(1950).

kh0-88p.[nangsdehaek]

(ii) PhraratchaPhongsawadanKrungRatanakosinRatchakanthi5,PhraniPhon

SomdetPhracyhaoBaromawongthoeKromPhrayaDamrongRachanuPhaP.QngkanKha

kh()ngKhrusapha:Bangkok,B.E.2504(1961).kh0-379p.

参 考 文 献

上記8)に掲げたもののほかに

1) Krom PhrayaDamrongRachanuphap:ttTamnan Nangsd Phraracha Phongsawadan",

PhrachumPhongsawadanPhakthi4.B.E.2458(1915).pp.i+ix(kQ-SQ)

2) RuangtangChaoPhraya KrungRaianakosinchabaPmiRub.B.E.2474 (1931).

viii十199p.

3) ttPhuBorihanRatchakanPhaendinSamaiAdit".Ruangthiau)ihitang tang♪hak

thi2.B.E.2505(1962)pp.651118.

4) Raichu NangsdPhraniPhonSomdetPhracyhaoBaromawongthoeKrom Phraya

Damrong RachanuPhaP.B.E.2505(1962) 67p.
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